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論文内容の要旨

本論文は，アクリロイル系アミノ酸のラジカ jレ重合挙動を明らかにする乙とを目的とし，種々のアミ

ノ酸基を結合した関連化合物を合成し溶液ならび、に水溶液中での重合を系統的に検討しさらには，

天然コームへのグラフト重合およびキレート樹脂としての利用を検討したもので，その内容は緒言と本文

と結論から成っている。

緒言では，本研究の背景を述べ，目的と意義を明らかにしている。

第 1 章では，アクリロイル系アミノ酸の有機溶媒(主としてジオキサン)中におけるラジカノレ重合を

検討している。その結果，重合条件と重合率および極限粘度との関係から，その重合挙動は通常の酸素

抑制型ピニルモノマーのそれに類似する乙とを見出している。

第 2 章では，アク 1) ロイノレ系アミノ酸の水溶液重合を，主として重合速度の pH 依存性について検討

を行っている。その結果，アクロイルアミノ酸とメタクリロイルアミノ酸では，重合速度の pH 依産性

が全く異なることを認め，乙れがビ、ニル基iζ置換した αーメチル基の超共役効果lζ基づ、くことを明らか

にしている。また，重合速度が結合したアミノ酸種ならびに開始剤種により異なるのは， e 値の差i乙起

因するものと推論している。さらにジカルボン酸および両性モノマーにおいては，重合挙動がこれまで

のモノカルボン酸モノマーとは異なることを認め，イオン反発ならびに静電的相互作用の相違に基づく

ことを明らかにしている。

第 3 章では，応用研究として，天然ゴムの改質を目的として，アクリロイノレ系アミノ酸ならびにその

エステノレの天然ゴムへのグラフ卜重合を各種条件下で検討し，その最適条件を確立するとともに，グラ

フトポリマーの物性を調べている口その結果，グラフト重合反応は，開始剤，特にモノマ一種，さらに
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はアミノ酸のメチレン基数およびエステノレの炭素数に大きく依存するととを明らかにしている。

第 4 章では，両性基を含む ε ーアクリロイルリジンより合成したキレート樹脂の各種金属イオン吸着

能を検討している。その結果，吸着性は鋭敏な pH 依存性を示すこと，さらには， CU 2+ と Ni 2+ およ

び Cu2十と Hg 2十との分離が可能な乙とを明らかにしている。

結論は，本論文の総括で，以上の結果をまとめて述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，汎用樹脂として知られる付加重合型ポリマーの機能材料化に着目して，アミノ酸構造を含

む新しいアクリロイル系アミノ酸およびその関連化合物を合成し水および非水溶液系での重合を種々

の条件下で詳細に検討したものである。すなわち，有機溶媒中での重合においては，反応が光や酸素の

影響をうけ，その挙動が酸素抑制型である乙と，また水系においては，重合速度がとくに pH の影響を

大きく受け，重合挙動が開始剤やモノマーの性質に依存することなど 重合機構に関して新しい知見を

得ている。また，合成した各種モノマーの天然ゴムへのグラフト重合をも行なって，その重合の最適条

件を見出すとともに，得られた生成ポリマーの固体および溶液中での性質を調べている。さらに戸両性

基を持つアミノ酸のポリマーの キレート樹脂としての応用性を検討し 吸着性の差を利用して金属イ

オンの分離が可能なととなどを示している。

以上の結果は，とくに高分子合成の面でアミノ酸型の官能基をもっモノマーの重合性に関して数々の

知見を与え，また得られた樹脂の新しい応用の道を開いたもので，合成化学的にも工学的にも貢献する

と乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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